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鉱山研究会（Japan Mine Research Society） 

ニ ュー ズ レター 
 臨時号 2022年４月27日 

 

みなさまご健康でいらっしゃいますか？ 

 

『鉱山研究』97号の発行の予定 
 2022 年 3 月 18 日（金）を予定していましたが、遅れています。『ニューズ・レ

ター』を同封して、5 月中にみなさまのお手元にお送りします。内容目次は以下に

記します。 

    

   目 次 

明治前期の英国と足尾銅山の関係 ……  

                ジェームス・ハリー・モリス（James Morris） 

現時点および将来的な貨幣制度に関する考察 …………………………… 上田 良 

砂金採取の変遷～揺汰器から浚渫まで（日本・米国・NZ）Ⅰ …………… 村田 淳  

古書籍ボタ拾い、日本全国北から南から（12） ………………………… 金丸哲也  

《書籍紹介》蟹澤聡史『石と人間の歴史～地の恵みと文化』 …………… 村田 淳 

《新刊紹介》 

田川市石炭・歴史博物館『田川市石炭・歴史博物館附属研究所調査報告書 三井田

川鉱業所と地域社会』………………………………………………………… 金丸哲也 

いたや『羽幌炭砿鉄道躍進の記録…………………………………………… 金丸哲也 

 

御願い 

研究会の運営経費が今後不足するおそれがありますので、『鉱山研究』97号以降の
の寄贈については、原則として、ＰＤＦでお送りします。メールアドレスをお持ち
のかた、また『鉱山研究』を必要としないかたも至急お知らせください。 

 

■問い合わせ・送り先：村田 淳 〒221-0011横浜市神奈川区神之木台41-22 

Phone・Fax：045-401-5259  

メール：sunao-murata@asahinet.jp 
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鉱山研究会 2021・2022年度経過・予定 

■行事回数 ①年次大会・例会３回（195、196，197）（合計４回） ②見学会・巡

検２回 ③映像の会３回（52、53、54） ④海外文献の会５回  

以上は休会ないし延期しました。 

■刊行回数 ①『鉱山研究』97号 2022年３月18日発行 1回  

②『ニューズレター』No.118(2021年 6月10日）、号外（2021年10月 4日、21

年12月1日、2022年 4月27日） 

2021年度 

６月10日(木)『ニューズ・レター』No.118 付・会員名簿、決算報告、監査報

告、仮訳Rodman Wilson Paul, Mining Feontiers of the Far West, 

1848-1880（Paul略歴、目次、2001年版前書、1963年版前書）、会費請求 

６月11日～14日 アメリカ鉱山史協会年次大会（Virtual）Elko、Nevada 

９月19日（日）Du Maurier, Daphne, Vanishing Cornwall、The Tinners 仮訳配布 
10 月 4 日（月）『ニューズ・レター』臨時号（『鉱山研究』97 号原稿募集、日程、

ほか） 
11 月 8 日（月）10 日（水）仮訳Rodman Wilson Paul, Mining Feontiers of the 

Far West, 1848-1880（第 1章 フロンティアとしての金・銀地域）配布 
12 月 1 日（水）『ニューズ・レター』臨時号（第 52回映像の会案内（資料添

付）、『鉱山研究』原稿募集、2022 年度合宿提案（黒川金山、増冨金山） 
12月20日（月）『鉱山研究』97号原稿締切 

2022年 

日程未定 2021年度総会 延期 

日程未定 例会 第 195回～、 

日程未定 海外文献の会 Clark C.Spence,British Investments and the Americ 

Mining Frontier 1860- 1901 

1月22日(土)午後 第 52回 映像の会 延期 

     三井三池炭鉱（昭和前期坑内、会社行事）新大牟田市史付録 

     会場：東京都中央区銀座区民館 参加者？人 

4 月 27 日（水）『ニューズ・レター』号外 
5月中 『鉱山研究』97号発行  
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      『ニューズ・レター』No.119（2021年度会計報告） 同封 

日程未定 2022年度総会 

日程未定 Irving社の探鉱事業現場見学（北海道雄武町）、鴻之舞鉱山資料館  

６月23日～26日 アメリカ鉱山史協会年次大会 Birmingam, Alabama 

 

９月18日～25日 オーストラジアン（Australasian)鉱山史協会年次大会、

Burra,South Australia 

日程未定 合宿 候補地：増冨鉱山（山梨県須玉町）黒川金山（山梨県甲州市） 

2023年 

日程未定 国際鉱山史会議、金瓜石、台湾 

 

2022年度合宿の提案（黒川金山、増冨鉱山） 

 来年度の合宿は江戸時代から採掘されていた、国指定史跡である、黒川金山（山

梨県甲州市）と武田時代からの金山と言われる、増冨鉱山（山梨県須玉町）をおと

ずれてみませんか？ 時期はコロナ禍の状況次第です。 

両金山は距離が離れているので、どちらかにするばあいもあります。黒川は砂金

採取をしていましたので、最初期の砂金採掘の形態がみられます。 

 ご意見、ご希望をお寄せください。 

 

お知らせ 

 次回の海外文献の仮訳配布 

次回の配布はMining Frontiers of the Far West 1848 -1880  第 2章 

California,1848-1858 の予定でしたが、翻訳の会が休会中であり、翻訳の整理を

担当する村田淳の都合によりすでに参加者と翻訳をすませている、Otis E Young 

Jr.Western Nining の前半部分、スペインの伝統、カリフォルニア砂金採取、砂金

採取法の発展などを整理ができ次第お送りします。 


